
緻密層
(約0.2μm)

支持層
(約60μm)

基材
(約150μm)

浸透圧のはなし

真水と海水を半透膜※で仕切られた容器に入れたとき、双

方の塩分濃度は均一になろうとして、真水が半透膜を通り海水

側に移動していきます。この現象を「浸透」と呼びます。真水の

浸透により、海水側の水面が上がり、ある位置で止まります。

このとき双方の水面差を「浸透圧」と呼び、海水の浸透圧は

約2.5MPaです。

※「半透膜」：水を通し、塩分が通りにくい膜
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反対に、海水側に浸透圧より大きい圧力を

加えると、海水側から半透膜を通して、真水

が押出されてきます。この現象を『逆浸透』と

呼びます。逆浸透膜モジュール内部では、上

記の原理で海水淡水化が行われます。

逆浸透膜エレメントの構造

逆浸透膜の構造

　逆浸透膜は、断面図のように、基材の上に支持材、

半透膜の各層を重ねて製膜したポリアミド系の合成複

合膜です。

　この膜は99%以上の高い塩分除去率を有しており、

海水から一回の脱塩で真水を取り出すことができます。

（２）

逆浸透膜エレメントは、図のように逆浸透膜、

流路材、スペーサー等を組合せ、のり巻状に

成型したスパイラル型のものです。
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